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要旨 

 県内の海岸において，内容物の不明なポリタンクが発見された．ポリタンクの内容物は，石油臭のす

る黒色の半固形物であり，一部透明な液体が混入していた．内容物の成分を確認するため，極性検査や

赤外線吸収法(IR 法)による測定，GC/MS 測定等を行った．その結果，直鎖型の飽和炭化水素や芳香族
炭化水素等が検出され，ポリタンクの内容物は石油残さ物と推察された． 
 
キーワード 海岸漂着物 石油残さ物 IR GC/MS 
 

はじめに 
 

平成 21 年７月に海岸漂着物処理推進法が施行
され，海岸漂着物対策に対する基本的な枠組みが

示された．本県でも本法に基づき，平成 23 年３
月に「宮崎県海岸漂着物対策推進地域計画」が策

定され，海岸漂着物の円滑な処理の推進，効果的

な発生抑制を軸とする対策が盛り込まれたところ

である． 
海岸漂着物の中には，ポリタンクやドラム缶な

どに入った内容物の判別ができないものもあり，

適正な処理を行うためには，漂着物の内容物にど

のような成分が含まれているのかを把握すること

が必要である． 
今回，内容物の不明な海岸漂着物の分析に取り

組み，その物質を推定することができたのでその

事例について報告する． 
 

方法 
 

１ 試料の概要 
 県内の海岸に漂着したポリタンクの内容物を試

料とした．ポリタンクの外観を写真１に，その内

容物の外観を写真２に示す． 

ポリタンクは，

高さ 55cm，縦
横 30cmのポリ
エチレン製であ

る．容器に内容

物に関する表示

はなく，内容物

の推定はできな

かった． 
内容物は，黒

色の半固形物で

石油臭があり，

一部透明の液体

が混入していた． 
 
２ 分析項目の

検討と方法 
 海岸漂着物の

分析では，物質

の同定，安全上

の留意点，廃棄

する際の分類と

注意点の 3点を
把握することが

写真１ 海岸漂着物外観 
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最終的な目標となる． 
 今回，以下の 4項目により，内容物の推定を行
った． 
１） 簡易検査 
外観，臭気，極性，pH 及び電気伝導率（以下

「EC」という．）を調べた． 
２） IRスペクトル解析 
半固形物質をそのまま IR Cards Type61（3M
製）に塗布し，FTIR-8200PC（島津製作所）を用
いて IR スペクトルを測定して油種の推定を行っ
た． 
３） 揮発性有機化合物分析 
内容物から強い石油臭がしたことから，半固形

物質をそのままHS-GC/MS（島津製作所）で分析
し，揮発性有機化合物類の定性を行った． 
４） ヘキサン溶解成分分析 
半固形物質をヘキサンで溶解させ，GC/MS（島
津製作所）で分析し，約 900種類の化合物が登録
された一斉分析システムによりスクリーニング解

析を行った． 
 

結果および考察 
 

１ 分析結果 
１） 簡易検査 
内容物は，大部分は流動性がほとんどなく一様 
な黒色の半固形物質であり，一部透明の液体が混

入していた．臭気は石油臭が強く，炭化水素類の

混入が考えられた． 

半固形物質の pH 及び EC は，半固形物質が
10w/v％となるよう純水と混合し，１時間振とう
溶出させた水溶液について測定した．その結果，

pH が 5.9，EC が 31µS/cmであった．また，混
入液体はpH が6.8，EC が910 µS/cmであった．
pHが中性を示したことから，pHによる腐食性は
ほとんどないと考えられた．また，混入液体は一

般的な海水の EC の値（20℃で 48,000μS/cm）1)

と比較して低い値であることから，海水ではない

と推定された．ただし，混入液体は少量であった

ため，これ以上の分析は行わなかった． 
半固形物質の極性は，溶媒への溶解性で検査し

た．溶媒は，極性の違う水，メタノール，アセト

ン，ヘキサン，ベンゼンを使用した．その結果を

写真３に示す．溶媒の極性により半固形物の溶解

度は大きく異なり，極性溶媒の水やメタノールに

は溶けにくく，非極性溶媒のヘキサンやベンゼン

に溶けやすいという結果であった．ただし，ヘキ

サンには一部不溶解性の黒色沈殿物質が残った．

このことから，半固形物質の極性は低く，油の一

種と推定された． 
２） IRスペクトル解析 
油の一種であると考えられたため，IRスペクト
ル分析を行った．試料及び対照としたサラダ油の

IRスペクトルを図１に示す．試料からは，サラダ
油等動植物油の脂肪酸に由来する C=O のピーク
（1750cm-1付近）がみられず，炭化水素に特徴的

な C-Hのピークがみられた 2)．このことから，半

固形物質は炭化水素で構成される鉱物油と推定さ

写真３ 溶媒への溶解性試験結果 
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図１ IRスペクトル 

れた． 
３） 揮発性有機化合物分析 
試料の揮発性有機化合物の GC/MS クロマトグ
ラムを図２に示す．炭素数が６個から 11 個の直
鎖型の飽和炭化水素が高濃度で検出され，その他

ベンゼンやトルエン，キシレン等の芳香族炭化水

素も検出された．また，環状型や分岐型の飽和炭

化水素と推定されるピークも検出された．一方，

人への有害性や環境への蓄積性で問題になりやす

いハロゲン化炭化水素は確認されなかった． 
４） ヘキサン溶解成分分析 
ヘキサン溶解成分の GC/MS クロマトグラムを
図３に示す．試料から，炭素数が９個から 33 個
の直鎖型の飽和炭化水素が高濃度で検出された．

直鎖型の飽和炭化水素を多く含む鉱物油としては

軽油や重油等が考えられるが，重油等と比較する

と，この物質は様々な炭素数の飽和炭化水素を含

んでいた 3),4)．その他の成分としては，ジメチル

ナフタレンやアントラセン等の芳香族炭化水素が

検出された．また，揮発性有機化合物成分と同様，

ハロゲン化炭化水素等は確認されなかった． 

以上のことから半固形物質は，飽和炭化水素を

多く含む石油由来物質であり，常温で半固形状で

あることから，アスファルトのような石油残さ物

と推察された．石油残さ物は，レジンやアスファ

図２ 揮発性有機化合物の GC/MSクロマトグラム 

図３ ヘキサン溶解成分の GC/MSクロマトグラム 
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ルテンといった複雑に縮合した多環芳香族炭化水

素と，様々な炭素数の鎖状飽和炭化水素が含まれ

ている 5),6)．縮合した多環芳香族炭化水素は揮発

しにくく，ヘキサンにほとんど溶解しないため，

今回の揮発性成分やヘキサン抽出物の分析では飽

和炭化水素のみが高濃度で検出されたと考えられ

た． 
 

まとめ 
 

 今回，海岸漂着物の性状把握のため内容物の分

析を行ったところ，内容物は石油残さ物と推察さ

れた．炭化水素類を多く含むため，引火性が高い

ことから，取り扱いや輸送の際には注意が必要と

考えられた．また，揮発性成分も多いことから，

直接においをかがないことやしっかり密栓して冷

所に保管することが望ましいと考えられた． 
本県は海岸に広く面しており，今後も海岸漂着

物が発見される可能性がある．中には内容物が不 

明で性状把握のための化学分析が必要となること 
が想定される．今後は，今回の分析事例を基に海 
岸漂着物の性状把握のための化学分析手順の作成

に取り組みたい． 
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要旨

 平成 22 年，宮崎県で口蹄疫が発生し, 最終的には家畜約 30 万頭が埋却処分された．その埋却地は，

県全体で 268 か所約 98ha に及び, 国内で今までにない大規模な埋却であった．

埋却処分後，埋却地周辺の 3 か所の湧水で悪臭等の異常が確認され，その後，理化学検査，微生物検

査に加え生物検査で水質の変動を継続的に監視している．生物検査では理化学検査の TOC(全有機炭素)
が高くなるなど水質が悪化した時，多数の原生動物等が出現した．その生物相は細菌 7 種，原生動物 22
種，後生動物 6 種，底生動物 9 種であった．埋却後約 3 年経過した現在(平成 25 年 7 月)は，生物の出

現は激減し, 落ち着いた状況である．

 生物は，埋却地で埋却された家畜の有機物が分解されていく過程での生物の食物連鎖
．．．．．．．

により出現した

ものと考えられた．このことから，湧水中の生物を調査することで，埋却地からの環境への影響を評価

することは可能であると考えられた．

キーワード：口蹄疫，埋却地周辺湧水，生物相(原生動物・後生動物)，生物の食物連鎖

はじめに

平成 22年４月 20日に宮崎県都農町において口

蹄疫の発生が確認された．感染はその後爆発的に

広がり，最終的には約 30 万頭の家畜が埋却処分

され，埋却地は268か所の約98haに及んでいる．

埋却後，埋却地周辺の 3 か所の湧水で悪臭等の

異常が確認され，理化学検査，微生物検査に加え

生物検査を定期的に実施している．それぞれ経時

的な変動を監視しており，生物検査についていく

つかの知見を得たので, その結果を報告する．

試料及び試験方法

１ 調査地点 

 口蹄疫埋却地周辺の水質異常が確認された湧水

3 か所の概要を表 1 に示す．なお，A 地区の湧水

近くの小川の水を，埋却地の影響を受けていない

ものとして対照試料とした．

２ 調査期間 

 平成 22 年 7 月～平成 25 年 4 月

調査頻度 1 回/週～1 回/月

３ 試験方法

１）定性試験

 細菌類，原生動物及び後生動物は，湧水試料

10mL を 10 分間 3000 回転で遠心分離後，沈殿し

た物をスライドガラスに取り，光学顕微鏡(オリン

パス製 型式 BX51) 200～1000 倍に拡大して観察

環境科学部  1) 現 延岡保健所
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